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宝
山
寺
蔵
世
阿
弥
自
筆
本〈
江
口
〉は
、
奥
付
の
応

永
31
年1424

、
既
に
成
立
し
て
い
た
曲
に
、
古
事

談
系
の
普
賢
遊
女
説
話
に
よ
る
訂
正
・
切
継
ぎ
を
加

え
て
金
春
禅
竹
に
相
伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
私
論「
世
阿
弥
自
筆
能
本

〈
江
口
〉か
ら
―
『
古
事
談
』系
説
話
と
の
出
会
い
―
」

（
能
楽
タ
イ
ム
ズ
３
９
３
号
、
昭
59
・
12
）に
お
い
て

論
じ
た
。
こ
の
二
段
階
成
立
説
に
は
、
落
合
博
志
氏

「〈
江
口
〉の
構
想
と
成
立
―
形
成
の
問
題
を
中
心
に

―
」（
能
研
究
と
評
論
15
号
、
昭
62
・
5
）の
批
判
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
小
論
で
は
、
訂
正
・
切
継
前
の
元

の
形（
元
）
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
る
。
な
お
、
落

合
論
の
中
で
、
応
永
31
年
新
作
説
以
外
の
、「
想
像
・

臆
説
」と
し
て
述
べ
ら
れ
た
見
解
は
今
回
の
小
論
と

重
な
る
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
に
つ
い
て
は
西

野
春
雄
・
八
嶌
正
治
・
味
方
健
・
竹
本
幹
夫
氏
ほ
か

多
く
の
先
行
論
が
あ
る
が
言
及
で
き
ず
、
骨
格
の
み

の
提
示
と
な
っ
た
。
お
詫
び
し
た
い
。

　
五
音
上
幽
曲
に「
江
口
遊
女

　
亡
父
曲

　
ソ
レ
十
二

因
縁
ノ
」と
あ
る
。
先
行
説
で
は
、
観
阿
弥
作
の
こ

の
曲
舞
を
用
い
て
、
世
阿
弥
が〈
江
口
〉を
作
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
曲
舞
の
詞
章
の
中
に

は
、
遊
女
の
想
い
は
あ
っ
て
も「
江
口
」を
示
唆
す
る

言
葉
が
一
切
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に「
江

口
」と
い
う
の
は
何
故
か
、
観
阿
弥
作
の
完
曲〈
江
口

遊
女
〉が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

そ
れ
が
世
阿
弥
作〈
江
口
〉
の
中
か
ら
析
出
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
発
見
で
き
れ
ば
、
観
阿
弥

作
が
あ
っ
た
根
拠
と
な
る
。
本
稿
の
第
一
の
論
点
で

あ
る
。

  

世
阿
弥
作
の
能
に
は
統
一
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
自

筆
本〈
難
波
梅
〉を
論
じ
た
時
も
そ
の
観
点
は
有
効
だ

っ
た
。
自
筆
本〈
江
口
〉の
元
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

主
イ
メ
ー
ジ
は「
月
」、
副
イ
メ
ー
ジ
は「
舟
」と
み
ら

れ
る
。
小
段
を
追
っ
て
ま
ず「
月
」の
有
無
を
一
覧
す

る
。「
月
有
」１
・
６
・
７
・
９
・
12
、「
月
無
」２
・
３
・

４
・
５
・
８
・
10
・
11
。
こ
の
中
で
、
小
段
８
に
は「
舟
」

が
あ
り
、
11
は
切
継
後
の
形
で
原
型
不
明
な
の
で
、

こ
れ
ら
を
外
す
と
、「
月
・
舟
」の
無
い
小
段
２
～
5

が
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
２
～
４
ア

イ
の
教
え
、
ワ
キ
僧
と
女
が
西
行
と
江
口
の
君
が
交

わ
し
た
歌
に
つ
い
て
問
答
、
５
僧
を
や
り
込
め
た
女

が
江
口
の
君
の
幽
霊
だ
と
明
か
す
部
分
と
、
10
曲
舞

で
あ
る
。
そ
れ
に
12
キ
リ
の「
白
妙
の
白
雲
に
う
ち

の
り
て
、
西
の
空
に
行
き
」を
加
え
た
も
の
が
、
も

と
も
と
観
阿
弥
作
の
能〈
江
口
遊
女
〉と
し
て
存
在
し

て
い
た
部
分
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。（
10
曲
舞
の
中

に「
秋
風
蘿
月
」の
語
が
あ
る
が
、
こ
れ
は「
翠
帳
紅

閨
」の
対
句
と
し
て
置
か
れ
た
と
見
て
、
数
え
な
い
）。

さ
て
、
観
阿
弥
作
が
こ
の
よ
う
な
筋
立
て
で
あ
っ
た

と
す
る
と
、
そ
れ
は
撰
集
抄
巻
九
の
八「
江
口
遊
女

事
」に
基
づ
い
た
構
想（
落
合
氏
論
に
よ
っ
て
私
論
を

訂
正
）で
、
西
行
の
代
わ
り
に
僧
が
女
に
や
り
こ
め

ら
れ
、
女
は
遊
女
妙
の
幽
霊
と
し
て
想
い
を
語
り（
曲

舞
）、
西
方
浄
土
へ
行
く
、
と
い
う
曲
に
な
る
。
元

か
ら
こ
の
観
阿
弥
作
部
分
を
引
き
算
す
る
と
、
世
阿

弥
が
加
え
た
工
夫
が
見
え
て
く
る
。
月
の
イ
メ
ー
ジ

で
彩
ら
れ
た
新
し
い
内
容
は
、
お
お
む
ね
ア
イ
狂
言

の
教
え
の
中
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
①
江
口
の
君
は

観
音
の
化
身
で
あ
る
事
、
②
昔
の
江
口
の
長
が
川
舟

で
遊
び
、
後
に
は
歌
舞
の
菩
薩
と
な
っ
て
昇
天
す
る

姿
が
月
夜
に
は
見
え
る
事
、
の
二
点
で
あ
る
。
江
口

の
長
が
観
音
の
名
を
持
つ
こ
と
は
大
江
匡
房
の
遊
女

記
に
見
え
る
周
知
の
こ
と
だ
っ
た
。
遊
女「
妙
」の
名

を
裏
に
隠
し
て
江
口
の
長「
観
音
」と
し
、
そ
れ
が「
歌

舞
の
菩
薩
」と
な
る
。
世
阿
弥
が
新
た
に
加
え
た
も
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の
は
、
遊
女
た
ち
が
舟
で
登
場
し「
棹
の
歌
」を
謡
い
、

観
音
で
あ
る
江
口
の
長
が
歌
舞
の
菩
薩
と
し
て
華
や

か
な
天
女
舞
を
披
露
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
ま

と
め
る
と
、
こ
の
部
分
が
能〈
室
君
〉の
構
成
そ
の
ま

ま
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
世
阿
弥
自
筆
の〈
竿
ノ
哥
ノ
能
〉
が
存
在
し
て
い

た
。
こ
れ
が〈
室
君
〉で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
認
め

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
古

作
・
世
阿
弥
周
辺
作
説
が
あ
っ
て
定
ま
ら
な
い
。
古

型
で
あ
る
護
法
型
の
こ
の
能
を
な
ぜ
世
阿
弥
は
書
写

し
た
の
か
、
私
は
こ
の
能
が
犬
王
作
の
天
女
舞
の
能

だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
。〈
室
君
〉の
遊
女
た
ち
の

「
竿
ノ
哥
」と
シ
テ
の
天
女
舞
を
セ
ッ
ト
と
し
て
、
観

阿
弥
の〈
江
口
遊
女
〉と
を
取
り
合
わ
せ
、
一
曲
を
構

成
し
た
の
が
世
阿
弥
だ
っ
た
、
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

以
下
、〈
室
君
〉に
つ
い
て
考
え
る
。
観
阿
弥
没（
至

徳
１
年1384

）後
、
将
軍
義
満
の
御
用
役
者
と
し
て

第
一
の
地
位
に
あ
っ
た
犬
王
が
天
女
舞
を
得
意
と
し

て
お
り
、
そ
の
天
女
舞
を「
観
阿
弥
の
遺
言
」に
よ
っ
て

大
和
猿
楽
で「
舞
い
初
め
た
」の
が
世
阿
弥
で
あ
っ
た
。

　
落
合
博
志
氏「
犬
王
の
時
代
―
『
鹿
苑
院
西
国
下

向
記
』の
記
事
を
紹
介
し
つ
つ
―
（
能
楽
研
究
18
号
、

平
６
・
３
）に
、
康
応
１
年1389

三
月
四
日
か
ら
の
、

将
軍
義
満
の
西
国
下
向
に
扈
従
し
た
犬
王
た
ち
猿
楽

役
者
三
人
の
記
事
が
見
え
る
。
大
船
団
の
一
行
は
厳

島
参
拝
の
後
、
九
州
へ
行
こ
う
と
し
て
風
雨
に
遮
ら

れ
、
引
き
返
し
て
三
月
二
十
五
日
に
室
の
泊
へ
上
陸

す
る
。
祝
宴
が
あ
り
、「
犬
王
、
室
の
御
旅
泊
に
て

哥
仕
り
け
れ
ば
、
山
名
播
磨
守
よ
所
に
て
聞
、
感
の

あ
ま
り
に
犬
王
に
白
太
刀
、
愛
松
に
梅
鮫
太
刀
送
け

り
」と
あ
る
。
こ
の
二
人
が
謡
っ
た
の
が「
竿
ノ
哥
ノ

能
」の
謡
だ
っ
た
と
考
え
る（「
竿
ノ
哥
」部
分
だ
け
の

可
能
性
も
あ
る
）。
同
行
し
て
い
た
も
う
一
人
の
役

者
彦
王
は
出
演
し
な
か
っ
た
ら
し
い
か
ら
能
で
は
な

か
っ
た
ろ
う
。
詞
章
の
作
者
は
犬
王
で
は
な
く
、
同

行
し
て
い
た
遁
世
者
の「
珠
阿
・
楽
阿
・
心
阿
」の
う

ち
の
誰
か
と
推
測
す
る
。「
春
の
夜
の
室
の
海
、
月

の
御
舟
に
棹
さ
し
た
室
君
た
ち
が
、
春
の
叙
景
の
後
、

夏
秋
冬
の
豊
年
を
祝
う
」と
い
う「
竿
ノ
哥
」は
将
軍

一
行
の
船
旅
が
無
事
だ
っ
た
こ
と
と
、
今
後
の
治
世

と
を
言
祝
ぐ
謡
と
し
て
、
こ
れ
以
上
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
中
に「
近
江
の
湖
」を
二
度
も
歌
い
込
む
の
は

近
江
猿
楽
の
犬
王
の
た
め
の「
哥
」だ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
私
は
、
帰
京
後（
康
応
か
ら
隔
た
ら
な
い
頃
）

に
犬
王
が
こ
れ
を
能
と
し
て
演
じ
、
そ
れ
を
観
て
、

世
阿
弥
が
書
き
残
し
た
の
が〈
竿
ノ
哥
ノ
能（
室
君
）〉

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
室
津
の
遊
女
に
つ
い
て
は
、

玉
林
作
の
曲
舞〈
西
国
下
〉に
も「
室
の
泊
の
苫
屋
形
、

影
は
隙
漏
る
夕
月
夜
、
遊
女
の
う
た
ふ
歌
の
声
、
憂

き
世
を
渡
る
一
節
も
、
ま
こ
と
に
あ
は
れ
な
り
け
り
」

と
描
か
れ
、
憂
き
世
を
渡
る
つ
ら
さ
を
歌
う
事
が
典

型
的
な
把
握
に
な
っ
て
い
る
が
、
田
中
貴
子
氏
の「
作

品
研
究「
室
君
」」（
観
世
、
平
４
・
３
）
は
、
仏
教
的

な
罪
業
感
で
は
な
く「
室
君
は
神
事
の
華
や
か
な
点

景
」の
役
割
で
し
か
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
前
に
云
う
祝
言
と
し
て
の「
竿
ノ
哥
」と
い
う
観

点
と
付
合
す
る
。
世
阿
弥
の〈
江
口
〉元
の「
棹
の
歌
」

は
、
こ
れ
を
学
び
な
が
ら
玉
林
と
同
様
、
遊
女
の
想

い
も
き
ち
ん
と
書
き
込
ん
で
い
る
。
そ
し
て
歌
舞
の

菩
薩
の
舞
は
犬
王
の
天
女
舞
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
筈

で
あ
る
。
世
阿
弥
の
創
作
で
は
あ
っ
て
も
、
根
幹
は

先
行
作
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
天
女
舞
の
導

入
に
新
作
と
し
て
は
成
功
し
て
も
、
そ
れ
は
犬
王
の

真
似
に
過
ぎ
な
い
。
世
阿
弥
が
犬
王
の
天
女
舞
か
ら

脱
皮
し
て
新
し
い
菩
薩
舞
を
創
出
し
た
の
が
改
訂
版

〈
江
口
〉だ
っ
た
と
私
は
考
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
別

論
に
よ
る
。

　
落
合
博
志
氏「
所
見
曲
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問

題
」（
能
と
狂
言
１
、
平
14
）に
、
応
永
三
十
四
年
演

能
番
組
に
見
え
る
能〈
佐
保
山
〉が〈
室
君
〉に
先
行
す

る
と
い
う
説
が
あ
る
。
根
拠
は「
竿
ノ
哥
」の「
裁
ち

縫
は
ぬ
衣
着
し
人
も
な
き
も
の
を
な
に
山
姫
の
布

晒
す
ら
ん
」（
古
今
集
）」は
、
作
者
伊
勢
が
龍
門
で

詠
ん
だ
も
の
で
、
こ
れ
を「
佐
保
山
」に
繋
げ
る
の
は
、

能〈
佐
保
山
〉を
前
提
と
し
て
可
能
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
原
義
を
離
れ
て
、
山
姫
が
春
の
女
神

で
あ
る
佐
保
姫
で
あ
る
と
解
す
れ
ば
、「
佐
保
姫
の

織
り
掛
け
晒
す
薄
は
た
の
霞
た
ち
き
る
春
の
野
辺
か

な
」（
古
今
六
帖
五
、
袖
中
抄
に
も
）、「
春
く
れ
ば

麓
も
見
え
ず
佐
保
山
に
霞
の
衣
た
て
ぞ
掛
け
け
る
」

（
国
基
集
）と
あ
る
よ
う
な
佐
保
山
の
景
と
と
り
な
す

事
は
容
易
で
あ
る
。〈
室
君
〉か
ら〈
佐
保
山
〉に
影
響

し
た
と
考
え
れ
ば
落
合
氏
の
論
拠
は
す
べ
て
使
用
可

能
な
の
で
あ
る
。

　
　    

（
文
教
大
学
名
誉
教
授
）


